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191NMDA 受溶体 チ ャネJL-サブ ケ仁 デの非競

合的阻害剤 に対す る感受性

山倉 智宏･柾木 永 し新潟 大学麻酔科 )
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性質は十十ネJLを構成する4種頬L･')Eサブ:1二･リ卜(El,

E2,E3.E4)にLトlて決定される.本研究は4穐頓C') E.:i,I

-テ【1メり､･′!7イ･十ネ′しの解離性麻酔薬 PCP.I,-々 ミ

ン.. tJすどす (ドSKト10,047,抗軽挙剤 MK-8Olに

対する感受性を調べた.

pcp.ナクミン.SKド-10.047C')阻害の程度は4種

類の-テロメlト′ケチャネ′L間で大きな遣いはム()Itな

かった.一一万,九IIR-801は,ごlこ1.E2;1I-T十ネ′Lを

は弱かった.

MK-8OIL7)人における楕神作用の欠如は E3.こ1.亡4:こ1

チャネ′Lに対する抑制が弱いことに関係 していかTT能性

が示唆 され.た.

20)後限 ･後索 刺激で SG ニ :E∴-t]ンに牛 ド

る使応 について

･･-･-･･in vitro モデ ′L/に よる Ⅰ)CS の作 用

機序 の検索一

馬場 洋 (新潟大学麻酔科1

硬膜外通電法の除痛機序を検索するたれ 成熟 ∴jLl,卜

の脊髄 スラ11ス標本を用いて陽様質細胞の細胞内記蝕を

行い.後索刺激による反応及び綾取刺激による反応に対

する後索刺激の影響を観察 した.後索刺激により曙様質

細胞に単,多シ ナ プ ス性 EPSP及び3種類の IPSl'

が誘発された.伝導速度と刺激闇値からこれらの反応は

刺激による EPSf)は後索反復刺激により抑制 された.

また, 後索刺激 に よる lI-)St'は反復刺激 に よ一･'て

Summationが起 こ上 過分棒状態が持続する. この過

分極状態をこより線観刺激によって生 じた活動電位はプロッ

rJされた.I:l上のことかL-).硬膜外通電法LT)除痛機序に

はシナプス前,後抑制の両方が関与 していると考えられ

る.

21)経 頭 蓋的磁気刺激による脊髄誘発電位にお

よをます麻酔薬の影響

飛阿 俊幸 ･冨田美佐緒 (新潟大学麻酔科1

脊椎外科患者 7名に,経頭蓋的磁気刺激Eこよる脊髄誘

発電位導出を試ふ.蘇酔薬の影響を検討 した.頚部脊髄

電位は5相性(I)早斯多相性棟波群 (CompotlL,ntSl上

これに続 く比較的緩徐な陰性電位 LN)とか(-'な･-,-てし､

ら.腰部では.Componentsは緩徐な阜相性渡しと了⊂り,

N波は明上､-)かではな--た.7一一ンウニ一m′Lは､Components

(り早斯成分の振幅を増加 し,N振幅を低下させた. /;r-I)

ミバ エ,N振幅を有意iこ増加 させ,また.ComponelltS

の -一部の振 幅を増加させた.笑気. (､/-:TlLLン･七ボ

ブ′LLンは.脊髄誘発電位の振幅を低下 させた.

221 7 シ トー.-シスは.虚血 に よる神経細胞内

Ca濃度 上昇を抑制す る

海老限美子 ･藤原 直十 (新潟大学麻酔科)

脳虚戯時殿アシド…シスはき神経細胞終審を増悪ずる

!二されるか. リJ.軽度ハrj'L:ト ･シーくが無酸素によrて)

培養神経細胞し')障害を抑制する二と_も報告され-ている.

海馬切片輝轟を潤い,虚血をこよる神経細胞障害の指標と

轡を検索 した.滞洗液が低 pH (pI･･････I6.8l(,T〕頃合は､通

常 t)トH pH7.-,ll.高 l)H (ptL17.針 に比べ 低酸素 ･無

ケ/しこ11--もf='l荷緩Lf)細胞内 Cこl濃度上目-は,遅延 し.

pH では,細胞外かi､-の Ca流入しりLんでなく,細胞内

Ca貯蔵部位からの放出も抑制 されると考えられる.

pH6.8程度のアシ ド-シスは,虚血による神経細胞

障害を抑制することが示唆 さかる.
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